
 

今
こ
そ
公
民
館
の
出
番
で
す中

野
　
五
郎

大
分
県
公
民
館
連
合
会

前
会
長

　

令
和
７
年
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
各
公
民
館
活
動
も
軌
道
に

乗
っ
て
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
、
第
75
回
九
州
地
区
公
民
館
研
究
大
会
は
大
分
を
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県
公
連
に
集
う
関
係
者
が
協
力
し
、
企

画
・
運
営
や
諸
々
の
準
備
を
万
端
整
え
当
日
を
迎
え
ま
し
た

が
、
台
風
10
号
の
襲
来
で
急
遽
オ
ン
デ
マ
ン
ド
開
催
に
な
り
ま

し
た
。
充
実
し
た
大
会
に
注
力
さ
れ
た
皆
様
に
感
謝
い
た
し
ま

す
。
準
備
過
程
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
等
は
、
成
果
と
し
て
こ
れ

か
ら
の
実
践
に
必
ず
活
か
さ
れ
る
も
の
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
去
る
１
月
19
日
、
臼
杵
市
長

を
退
任
し
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
約
16
年
間
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
県
公
連
会
長
を
辞
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
皆
様

の
お
役
に
あ
ま
り
立
つ
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ご
理

解
ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
の
公
民
館
活
動
へ
の
想
い
や
期
待
を
述
べ
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

　

市
長
就
任
以
来
、
16
年
間
毎
月
欠
か
さ
ず
市
報
に
市
民
宛
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い
て
き
ま
し
た
。
そ
の
タ
イ
ト
ル
に
「
ろ
ば

こ
ん
通
信
」
と
名
づ
け
ま
し
た
。
昭
和
20
年
代
初
期
に
京
都
府

の
小
さ
な
町
で
実
践
さ
れ
た
『
囲い

炉ろ

裏り

端ば
た

懇
談
会
』
に
ち
な
み

ま
し
た
。
敗
戦
後
の
日
本
は
、ま
さ
に「
国
破
れ
て
山
河
あ
り
」

の
状
況
で
し
た
。
町
や
村
は
戦
地
か
ら
帰
っ
て
き
た
若
者
、
海

外
引
き
揚
げ
者
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
食
料
難
で
明
日
が
見

透
せ
な
い
な
か
、
郷
土
を
立
て
直
す
と
の
覚
悟
と
使
命
に
か
ら

れ
た
青
壮
年
が
仕
事
を
終
え
て
集
い
、
熱
心
に
話
し
合
っ
た
場

所
が
囲
炉
裏
端
で
し
た
。
懇
談
か
ら
地
域
づ
く
り
の
方
向
や
目

標
が
決
め
ら
れ
実
践
に
移
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
そ
の
取
り

組
み
が
全
国
に
広
が
り
、
郷
土
再
興
の
力
と
な
り
ま
し
た
。
地

域
づ
く
り
の
原
点
は
囲
炉
裏
端
で
し
た
。

　

今
、
世
の
中
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
フ
ェ
イ
ズ
は
違

い
ま
す
が
地
域
が
危
機
で
あ
る
こ
と
で
は
共
通
し
て
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
問
題
も
深
刻
に
な
っ
て
い
ま

す
。
80
才
以
上
の
高
齢
者
が
多
数
を
占
め
介
護
問
題
が
深
刻
化

し
ま
す
。
一
人
暮
ら
し
の
老
人
の
孤
独
・
孤
立
対
策
も
大
き
な

テ
ー
マ
に
な
り
ま
す
。
地
域
の
祭
り
や
行
事
の
継
続
も
危
惧
さ

れ
ま
す
。
地
域
の
様
々
な
分
野
に
お
け
る
担
い
手
不
足
、
後
継

者
育
成
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。
放
置
す
れ
ば
地
域
破
れ
残
る
は

山
河
の
み
の
状
況
に
な
る
こ
と
が
心
配
で
す
。
住
民
が
諸
課
題

を
自
分
事
と
し
て
捉
え
、
実
践
す
る
人
を
育
て
る
こ
と
が
出
来

る
か
否
か
が
充
実
し
た
地
域
生
活
の
維
持
に
大
き
く
か
か
わ
り

ま
す
。
明
日
の
地
域
を
ど
う
す
る
か
、
誰
が
担
う
の
か
、
浮
沈

に
直
結
す
る
大
き
な
テ
ー
マ
で
す
。
待
っ
た
な
し
で
す
。
困
難

を
と
も
な
い
ま
す
が
歴
史
や
実
績
か
ら
み
て
も
公
民
館
へ
の
期

待
は
大
き
い
で
す
。
公
民
館
の
出
番
で
す
。

　

長
い
間
、
支
え
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
公
民
館
の
充
実
と
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
の
進
展
を
祈
念

し
ま
す
。
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公
民
館
関
係
職
員
研
修
会

期　

日　

令
和
６
年
５
月
28
日
（
火
）

会　

場　

大
分
県
立
図
書
館　

視
聴
覚
ホ
ー
ル

参
加
者　

88
名

内　

容

○
講
義
Ⅰ

＊
「
公
民
館
の
こ
れ
ま
で
、
こ
れ
か
ら
」

　

講
師　

別
府
大
学
文
学
部
人
間
関
係
学
科

�

教
授　

長
尾　

秀
吉　

氏

○
講
義
Ⅱ

＊
「
今
を
生
き
る
私
た
ち

－

部
落
差
別
、
な
ぜ
、
あ
り
え
な
い
は
ず

の
も
の
が
、
あ
り
つ
づ
け
る
の
か
？

－

」

　

講
師　

大
分
県
人
権
教
育
・
啓
発
推
進
協
議
会

�

　

人
権
啓
発
講
師　

一
法
師　

英
昭　

氏

参
加
者
の
声
（
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
）

・
教
育
、
福
祉
の
垣
根
を
無
く
し
て
の
取
組
は
こ

れ
か
ら
益
々
大
切
に
な
る
こ
と
が
よ
く
分
か
っ

た
。
ま
ち
づ
く
り
や
子
ど
も
食
堂
な
ど
、
地
域
の

課
題
と
も
向
き
合
っ
て
共
に
活
動
し
て
い
く
方
法

も
模
索
し
て
い
き
た
い
。

・
公
民
館
活
動
が
衰
退
し
つ
つ
あ
る
中
で
、
福
祉
の

観
点
で
見
る
と
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
と
知
る

こ
と
が
で
き
た
。
福
祉
と
連
携
し
公
民
館
を
活

用
・
活
性
化
で
き
る
よ
う
、
き
っ
か
け
を
探
し
て
い
き
た
い
。
そ

し
て
、ま
ず
は
一
住
民
と
し
て
地
域
活
動
に
参
加
し
て
い
き
た
い
。

・
差
別
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
言
葉
が
と
て
も
大
切
な
こ
と

だ
と
思
っ
た
。

・
差
別
に
つ
い
て
は
深
く
広
く
、
何
度
話
を
聞
い
て
も
新
し
い
も
の

が
見
え
て
く
る
の
で
、
話
が
聞
け
て
良
か
っ
た
。

・
外
国
人
の
状
況
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
、
貧
困
問
題
な
ど
具
体
的
な
事
例

を
も
と
に
わ
か
り
や
す
い
内
容
だ
っ
た
。

テ
ー
マ
別
研
修
会
①

期　

日　

令
和
６
年
10
月
18
日
（
金
）

会　

場　

大
分
県
立
図
書
館　

第
２
・
第
３
研
修
室

参
加
者　

40
名

内　

容

○
研
修
１　

講
義

＊
テ
ー
マ
「
公
民
館
の
ミ
ラ
イ　

公
民
館
の
魅
力
と

こ
れ
か
ら
を
考
え
る
」

◀

大
会
概
要

　

大
会
テ
ー
マ

　

「
絆
を
紡
ぐ
公
民
館
」

　
　
～
持
続
可
能
な
人
づ
く
り
・

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
～

　

�　

令
和
６
年
８
月
29
日
・
30
日
に

大
分
市
で
開
催
予
定
だ
っ
た
本
大

会
は
、
台
風
10
号
の
影
響
に
よ
り
、
対
面
開
催
を
中
止
し
、
オ
ン
デ
マ
ン

ド
配
信
に
開
催
方
法
を
変
更
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
令
和
７
年
１
月

14
日
（
火
）
か
ら
２
月
７
日
（
金
）
ま
で
の
期
間
、
参
加
者
が
自
由
に
視

聴
で
き
る
形
で
配
信
を
行
い
ま
し
た
。

◀

参
加
予
定
数

　

１
，
３
０
４
名
（
申
込
者
、
発
表
者
、
来
賓
、
役
員
、
実
行
委
員
等
）

◀

分
科
会
概
要

　

第
１
分
科
会　

地
域
づ
く
り
と
公
民
館

　

第
２
分
科
会　

自
治
公
民
館
活
動

　

第
３
分
科
会　

地
域
に
お
け
る
防
災
・
減
災
教
育

　

第
４
分
科
会　

家
庭
教
育
支
援
（
子
育
て
・
家
庭
教
育
支
援
）

　

第
５
分
科
会　

多
世
代
交
流

　

第
６
分
科
会　

人
権
教
育

◀

全
体
会
・
記
念
講
演

　

�　

全
体
会
で
は
、
羽
衣
国
際
大
学
教
授
で
あ
り
タ
レ
ン
ト
と
し
て
も
活
躍

す
る
、
に
し
ゃ
ん
た
氏
を
講
師
に
、「『
共
感
の
笑
顔
』～
地
域
社
会
を
支
え

る
公
民
館
～
」
と
題
し
た
記
念
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
に
し
ゃ
ん
た
氏
か
ら

は
、
自
身
の
経
験
を
交
え
な
が
ら
、
多
様
な
価
値
観
を
認
め
合
い
、
地
域
の

中
で
共
感
を
生
み
出
す
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◀

実
行
員
会
事
務
局
よ
り

　

�　

対
面
開
催
の
準
備
を
進
め
る
中
で
、
台
風
の
影
響
に
よ
る
急
な
変
更
が

求
め
ら
れ
る
状
況
と
な
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力

に
よ
り
、
無
事
に
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
を
完
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

�　

ま
た
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
を
視
聴
で
き
な
か
っ
た
方
や
、
も
う
一
度

学
び
を
深
め
た
い
方
の
た
め
に
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
配
布
し
て
お
り
ま
す
。
各
公

民
館
で
の
研
修
や
会
議
の
場
で
ご
活
用
い
た
だ
き
、
公
民
館
活
動
の
充
実

に
役
立
て
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
　

関
係
者
の
皆
様
、
参
加
者
の
皆
様
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

講
師　

公
益
社
団
法
人
全
国
公
民
館
連
合
会

�

事
務
局
次
長　

村
上　

英
己　

氏

�

タ
レ
ン
ト
・
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ　

わ
さ
び
ち
ゃ
ん

○
研
修
２　

演
習
（
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
）

＊
テ
ー
マ
「
み
ん
な
で
考
え
る
！
公
民
館
と
地
域
の
ミ
ラ
イ
」

　

講
師　

公
益
社
団
法
人
全
国
公
民
館
連
合
会

�

事
務
局
次
長　

村
上　

英
己　

氏

�

タ
レ
ン
ト
・
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ　

わ
さ
び
ち
ゃ
ん

参
加
者
の
声
（
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
）

・
公
共
性
の
高
い
施
設
で
あ
る
が
ゆ
え
に
も
っ
と
解
放
す
べ
き
と
の

声
も
高
ま
っ
て
い
る
。
縮
小
さ
れ
て
い
く
人
材
の
中
で
、
研
修
内

容
が
と
て
も
参
考
に
な
っ
た
。

・
新
た
な
目
線
に
気
づ
く
事
が
で
き
た
。

・
午
後
の
マ
ン
ダ
ラ
ー
ト
の
テ
ー
マ
設
定
が
な
か
な
か
難
し
か
っ
た
。

テ
ー
マ
別
研
修
会
②

期　

日　

令
和
７
年
１
月
31
日
（
金
）

会　

場　

大
分
県
立
図
書
館　

第
２
・
第
３
研
修
室

参
加
者　

32
名

内　

容

○
研
修
Ⅰ　

講
義

＊
「
公
民
館
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
と
今
後
の
方
向

性
を
考
え
る
視
点
、
領
域
、
方
法
論
」

　

講
師　

大
分
大
学
教
育
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
機
構
基
盤
教
育
セ
ン
タ
ー

�

教
授　

岡
田　

正
彦　

氏

○
研
修
Ⅱ　

演
習
（
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
）

＊
「
公
民
館
が
つ
な
が
り
取
組
の
効
果
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
具
体

的
方
策
の
検
討
と
交
流
」

　

講
師　

大
分
大
学
教
育
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
機
構
基
盤
教
育
セ
ン
タ
ー

�

教
授　

岡
田　

正
彦　

氏

参
加
者
の
声
（
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
）

・
多
方
面
か
ら
の
講
話
で
公
民
館
を
め
ぐ
る
状
況
が
理
解
で
き
た
。

今
後
の
公
民
館
の
望
ま
し
い
方
向
性
を
考
え
た
い
。

・
学
ん
だ
内
容
を
今
後
の
業
務
に
活
か
し
た
い
。
特
に
主
催
講
座
が

消
費
的
学
習
に
は
な
っ
て
い
な
い
か
今
一
度
分
析
が
必
要
だ
と

思
っ
た
。

・
地
域
ご
と
の
違
い
は
も
ち
ろ
ん
あ
る
が
、
グ
ル
ー
プ
の
皆
の
悩
み

は
同
じ
だ
っ
た
。

・
他
の
公
民
館
の
方
の
考
え
方
や
事
業
の
話
を
実
際
に
聞
き
、
勉
強

に
な
っ
た
。
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
大
切
に
し
て
困
っ
た
と
き
に

相
談
を
し
た
い
と
思
う
。

令
和
６
年
度
大
分
県
公
民
館
連
合
会
研
修
報
告

第
46
回
全
国
公
民
館
研
究
集
会

第
75
回
九
州
地
区
公
民
館
研
究
大
会
大
分
大
会

第
75
回
大
分
県
公
民
館
研
究
大
会
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優
良
公
民
館
紹
介

第
77
回
優
良
公
民
館（
文
部
科
学
大
臣
表
彰
）

�

館
長
　
馬
見
塚
　
量
治

由
布
市
挾
間
公
民
館

　

こ
の
た
び
、
第
77
回
優
良
公
民
館
と
し
て
表
彰
い
た
だ
い

た
。
こ
れ
ま
で
ご
支
援
い
た
だ
い
た
皆
様
、
地
域
の
皆
様
に

心
よ
り
御
礼
申
し
あ
げ
た
い
。

　

挾
間
公
民
館
の
あ
る
挾
間
地
域
は
大
分
市
に
隣
接
し
て
お

り
、
平
成
17
年
の
市
町
村
合
併
当
時
か
ら
比
較
し
て
地
域
人

口
は
約
１
，８
０
０
人
程
度
増
加
し
て
い
る
。
人
口
流
入
や

核
家
族
化
等
に
よ
る
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
な
ど

を
課
題
と
と
ら
え
、
公
民
館
で
は
地
域
と
継
続
的
な
つ
な
が

り
を
持
つ
機
会
・
き
っ
か
け
の
提
供
に
取
り
組
む
活
動
を
大

切
に
し
て
い
る
。

は
さ
ま
地
域
放
課
後
こ
ど
も
教
室
「
学が

楽ら
く

多た

塾
」
の
取
組

　

挾
間
地
域
の
小
学
生
１
，１
９
３
人
中
、
登
録
者
数
は

５
４
５
人
と
な
っ
て
お
り
、�

約
46
％
の
児
童
が
登
録
し

て
い
る
。
開
催
し
て
い
る

教
室
が
利
用
し
や
す
い
の

は
も
ち
ろ
ん
、
子
ど
も
た

ち
の
興
味
を
引
き
付
け
る

内
容
に
な
る
よ
う
工
夫
し

た
。
そ
の
活
動
が
評
価
さ

れ
、
こ
れ
ま
で
に
3
度
の

文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受

け
て
い
る
。

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
取
組

　

定
例
会
議
を
月
に
２
回
行
い
、
活
動
内
容
の
企
画
・
振
り

返
り
を
行
っ
て
い
る
。
公
民
館
活
動
の
支
援
を
中
心
に
、
活

動
の
幅
と
個
々
の
資
質
向
上
に
も
努
め
て
い
る
。
現
在
、
加

入
者
21
人
で
構
成
さ
れ
、
年
間
の
活
動
は
51
回
行
い
、
延
べ

４
０
１
人
が
参
加
し
て
い
る
。

取
組
の
成
果

●�

地
域
人
材
活
用
指
導
員
と
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
が

各
学
校
の
学
校
運
営
協
議
会
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
）
委
員
と
し
て
参
画
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

と
地
域
学
校
協
働
活
動
を
一
体
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
地

域
の
つ
な
が
り
を
強
化
し
、
地
域
の
活
性
化
が
図
ら
れ
た
。

●�

放
課
後
こ
ど
も
教
室
を
卒
業
し
た
子
ど
も
た
ち
が
、
小
学

生
対
象
の
講
座
に
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
参
加
し
た
り
、

放
課
後
子
ど
も
教
室
の
イ
ベ
ン
ト
参
加
し
た
り
、
社
会
教

育
課
主
催
事
業
の
講
師
に
な
っ
た
り
し
て
い
る
。

●�

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
や
放
課
後
子
ど
も
教
室
に
参
画
し
、
ア
シ
ス
タ

ン
ト
と
し
て
の
経
験
を
積
む
こ
と
で
、
自
ら
の
視
点
を
広

げ
る
機
会
と
な
っ
た
。

●�

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
を
卒
業
し
た
子
ど
も
た
ち
が
シ
ニ
ア

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
関
わ
り
、
ま
た
成
人
し
た
後
は
「
若
者

活
動
隊
」
と
い
う
自
主
グ
ル
ー
プ
を
主
宰
し
、
市
政
懇
談

会
で
地
域
の
問
題
を
提
起
す
る
な
ど
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト

に
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
と
共
に
参
加
し
活
動
を
続
け
、
将

来
地
域
を
担
う
人
材
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

�　

子
ど
も
会
の
解
散
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
加
入
者
が
減
少
し
て
い
る

昨
今
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
果
た
す
役
割
は
大
き
く
、

活
動
を
通
じ
て
異
年
齢
同
士
の
交
流
や
地
域
活
動
等
、
今

後
さ
ら
に
充
実
し
た
取
組
を
推
進
し
て
い
く
必
要
性
を
感

じ
て
い
る
。
今
後
も
一
層
、
魅
力
的
な
講
座
や
事
業
を
実

施
し
て
い
く
と
と
も
に
、
地
域
活
動
の
拠
点
と
し
て
、
そ

し
て
生
涯
学
習
の
場
と
し
て
、
ソ
フ
ト
、
ハ
ー
ド
両
面
か

ら
な
お
一
層
の
充
実
を
図
り
た
い
。

地域のお祭りで縁日出店

学楽多塾の卒業生とお菓子作り

地元小学校に贈呈！
親児の会と一緒に門松作り

学楽多塾のいちご狩り支援

大分県公民館連合会ひろば3



20
日
（
木
）
に
津
久
見
市
民
会
館
で
開
催

さ
れ
、
各
市
か
ら
約
40
名
が
参
加
し
、
午

前
中
は
講
演
会
、
午
後
か
ら
は
事
例
発
表

と
情
報
交
換
を
行
っ
た
。

　

講
演
会
で
は
、
国
立
大
学
法
人
大
分
大

学
減
災
・
復
興
デ
ザ
イ
ン
教
育
研
究
セ
ン

タ
ー
長
の
鶴
成
悦
久
氏
を
講
師
に
迎
え
、

「
近
年
の
災
害
か
ら
学
ぶ
こ
と
～
持
続
可

能
な
減
災
社
会
に
向
け
て
～
」
と
題
し
て

講
演
が
行
わ
れ
、
公
民
館
施
設
の
避
難
所

と
し
て
の
役
割
や
、
高
齢
者
、
障
が
い

者
、
妊
婦
、
子
ど
も
、
外
国
人
な
ど
支
援

が
必
要
な
方
々
へ
の
適
切
な
対
応
に
つ
い

て
学
ぶ
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。

　

午
後
の
事
例
発
表
で
は
、
２
つ
の
テ
ー

マ
に
沿
っ
て
大
分
市
と
由
布
市
が
発
表
を

行
い
、
社
会
人
権
教
育
研
究
部
会
か
ら
大

分
市
が
「
大
在
公
民
館
の
取
り
組
み
か

ら
」
に
つ
い
て
、
青
少
年
教
育
研
究
部
会

か
ら
由
布
市
が
「
次
代
を
担
う
青
少
年

リ
ー
ダ
ー
に
求
め
る
こ
と
～
由
布
市
青
少

年
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
～
」
に
つ
い
て
発
表

を
行
っ
た
。

　

大
分
地
区
公
民
館
連
合
会
は
、
次
年
度

以
降
も
研
修
会
を
重
ね
、
公
民
館
活
動
の

活
性
化
に
努
め
て
い
き
た
い
。

大
分
地
区
公
民
館
連
合
会

�

事
務
局
長　

仲
野　

雅
史

　

大
分
地
区
公
民
館
連
合
会
は
、
公
民
館

相
互
の
連
絡
連
携
を
図
り
、
公
民
館
活
動

の
振
興
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。
事
務
局
は
、
大
分
市
、
由
布

市
、
臼
杵
市
、
津
久
見
市
の
４
市
が
２
年

ご
と
に
担
当
し
、
主
催
す
る
形
で
年
２
回

の
研
修
会
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
研
修

会
は
、
公
民
館
関
係
職
員
の
資
質
の
向
上

を
目
的
と
し
、
情
報
交
換
や
調
査
・
研
究

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　

令
和
６
年
度
の
第
１
回
目
の
研
修
会

は
、
令
和
６
年
５
月
10
日
（
金
）
に
津
久

見
市
の
市
民
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
、
こ
と
の
葉
ク
ロ
ー
バ
ー
代

表
の
松
本
久
美
子
氏
を
講
師
に
迎
え
、

「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
社
会
を
生
き
る
～

言
語
・
非
言
語
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

～
」
と
題
し
て
講
演
会
を
実
施
し
た
。

　

第
２
回
目
の
研
修
会
は
令
和
７
年
２
月

豊佐地区公民館連合会
　

豊
後
大
野
市
緒
方
公
民
館
は
、
令
和
３

年
４
月
１
日
よ
り
一
般
社
団
法
人
「
こ
こ

か
ら
プ
ラ
ス
」
が
指
定
管
理
者
と
し
て
管

理
運
営
に
あ
た
っ
て
い
る
。
以
降
、
地
域

に
お
け
る
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
の
希
薄

化
や
少
子
高
齢
化
と
い
っ
た
現
代
社
会
の

課
題
を
見
据
え
、
当
公
民
館
で
は
「
世
代

間
交
流
」
を
重
要
視
し
て
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　

今
年
度
は
新
た
な
取
組
と
し
て
、
小
学

校
の
夏
休
み
期
間
中
に
「
お
が
た
ん
子
ど

も
体
験
塾
」
を
企
画
し
た
。
こ
の
体
験
塾

は
、
そ
の
道
の
達
人
か
ら
学
び
、
地
域
の

方
々
や
家
族
と
成
果
を
喜
び
合
う
こ
と
で

達
成
感
を
味
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

と
し
た
。
小
学
校
１
・
２
年
生
は
「
体
操

の
達
人
」、３
・
４
年
生
は「
カ
フ
ェ
店
員
」、

５
・
６
年
生
は
「
料
理
人
」
を
目
指
し
、

事
前
学
習
を
行
い
、
本
番
発
表
を
行
っ
た
。

　

こ
の
う
ち
３
・
４
年
生
が
挑
戦
し
た

「
お
が
た
ん
カ
フ
ェ
」
の
開
店
内
容
を
紹

介
す
る
。
３
・
４
年
生
は
開
店
ま
で
に
、

接
客
・
メ
ニ
ュ
ー
作
り
・
店
内
装
飾
を

行
っ
た
。

　

接
客
は
、
接
客
経
験
者
の
黒
木
香
緒

里
さ
ん
が
指
導
。
子
ど
も
た
ち
は
、
慣

れ
な
い
接
客
用
語
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が

ら
も
「
喜
ん
で
も
ら
う
」
と
い
う
目
標
に

向
か
っ
て
練
習
し
た
。
メ
ニ
ュ
ー
は
、
パ

テ
ィ
シ
エ
の
平
山
美
佳
さ
ん
と
一
緒
に
マ

ド
レ
ー
ヌ
に
決
め
た
。
細
か
な
計
量
作
業

や
生
地
を
混
ぜ
合
わ
せ
る
力
仕
事
な
ど
を

経
験
し
、「
早
く
食
べ
て
も
ら
い
た
い
」

と
期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
た
。
最
初
は
不

安
げ
だ
っ
た
が
、
３
日
間
繰
り
返
し
研
修

を
行
う
こ
と
で
自
信
を
つ
け
て
い
っ
た
。

　

当
日
は
保
護
者
だ
け
で
は
な
く
、
町
内

外
の
住
民
や
在
留
外
国
人
な
ど
１
０
７
名

の
お
客
様
が
来
店
し
大
好
評
だ
っ
た
。
子

ど
も
た
ち
も
自
分
の
役
割
を
こ
な
し
、「
あ

り
が
と
う
」
と
い
う
言
葉
を
も
ら
い
、
達

成
感
と
充
実
感
を
味
わ
っ
た
。
普
段
会
話

を
す
る
機
会
の
少
な
い
年
代
同
士
で
も
、

カ
フ
ェ
で
働
く
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
共
通

の
話
題
と
な
り
、
世
代
間
交
流
に
繋
が
っ

た
。

　

今
後
も
、
行
政
や
学
校
・
企
業
・
団
体

と
協
働
・
連
携
し
な
が
ら
，
地
域
に
お
け

る
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る

あ
た
た
か
な
緒
方
公
民
館
で
あ
り
た
い
。

豊
後
大
野
市
緒
方
公
民
館

�

公
民
館
主
事　

油
布　

由
香

大分地区公民館連合会地区公連発地区公連発

接客の練習風景 マドレーヌ作り

世代を超えての交流 カフェの様子
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令
和
６
年
度
地
域
力
を
高
め
る
公
民
館
活
性
化
モ
デ
ル
事
業
の
取
組

キ
ッ
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー
＆
キ
ッ
ズ
マ
ル
シ
ェ

　

「
子
ど
も
た
ち
が
主
体
的
に
取
り
組
め
る
活
動

は
な
い
か
？
」
と
相
談
が
あ
り
、
賛
同
す
る
保
護

者
を
集
め
実
行
委
員
会
を
発
足
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
子
ど
も
た
ち
が
主
体
性
を
持
っ
て

社
会
と
関
わ
り
、『
課
題
解
決
力
』
や
『
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
』
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
、

企
画
立
案
か
ら
商
品
選
定
、
店
舗
運
営
ま
で
を
自

ら
が
行
い
、
社
会
を
学
ぶ
機
会
を
提
供
し
た
。

　

店
舗
経
営
者
や
会

計
、
接
客
マ
ナ
ー
の

講
師
を
招
き
、
前
日

準
備
含
む
全
８
回
の

学
習
を
重
ね
た
。
最

初
は
恥
じ
ら
っ
て
い

た
子
が
、
笑
顔
で
自

信
を
持
っ
て
接
客
で

き
る
よ
う
に
な
り
、

発
言
が
少
な
か
っ
た

子
も
積
極
的
に
意
見

を
述
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

保
護
者
の
「
こ
ん
な
活
動
あ
っ
た
ら
な
」、「
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
」
と
い
う
動
機
が
今
回
の
活

動
（
社
会
教
育
参
画
）
へ
と
繋
が
っ
た
と
考
え

る
。
今
後
も
そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
が
本
当
に
望
ん
で

い
る
活
動
は
何
か
模
索
し
な
が
ら
、
一
緒
に
取
り

組
み
た
い
と
思
う
。

　

九
重
町
東
飯
田
公
民
館

�

公
民
館
主
事　

切
木　

俊
介

　

千
歳
公
民
館
で
は
、
利
用
機
会
の
少
な
か
っ
た

方
の
利
用
・
交
流
機
会
を
促
進
す
る
取
組
と
し

て
、
楽
し
く
・
ゆ
る
く
・
お
ト
ク
に
利
用
で
き
る

「
み
ん
な
の
広
場
」
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

福
祉
作
業
所
、
農
家
、
商
店
、
子
育
て
世
代
へ

声
掛
け
を
し
、
公
民
館
活
動
に
併
せ
て
、
農
産

物
・
加
工
品
等
の
販
売
や
カ
フ
ェ
を
展
開
し
た
。

参
加
者
も
関
係
者
も
く
つ
ろ
げ
る
よ
う
に
、
販
売

方
法
も
１
０
０
円
単
位
の
貯
金
箱
に
よ
る
セ
ル
フ

販
売
を
と
っ
て
い
る
。
意
見
の
中
か
ら
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
、
移
動
販
売
車
の
実
施
を
調
整
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

公
民
館
の
利
用
促
進
が
目
的
で
は
あ
る
が
、
職

員
に
と
っ
て
も
、
利
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
方
々

の
声
を
直
接
聞
く
こ
と
が
で
き
る
よ
い
機
会
と

な
っ
て
い
る
。

　

豊
後
大
野
市
千
歳
公
民
館

�

野
中　

浩
一

　

日
出
町
豊
岡
地
区
と
玖
珠
町
森
地
区
の
子
ど
も

た
ち
は
、
歴
史
的
な
つ
な
が
り
を
背
景
に
約
50
年

に
わ
た
り
「
交
歓
キ
ャ
ン
プ
」
と
し
て
、
隔
年
で

お
互
い
の
地
域
を
訪
れ
て
い
る
。
近
年
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
る
中
断
を
は
さ

み
、
令
和
６
年
度
は
豊
岡
地
区
で
の
受
け
入
れ
の

年
と
な
っ
た
。「
安
全
に
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
」

と
、「
両
地
区
の
歴
史
だ
け
で
な
く
、
日
出
町
全

体
の
歴
史
に
つ
い
て
も
学
ん
で
も
ら
う
こ
と
」
を

目
標
に
設
定
す
る
と
と
も
に
、
予
算
面
で
の
不

安
を
少
し
で
も
解
消
す
る
た
め
、
地
域
力
を
高
め

る
公
民
館
活
性
化
モ
デ
ル
事
業
を
活
用
し
た
。
豊

岡
地
区
に
旧
森
藩
の
飛
地
と
し
て
、
参
勤
交
代
の

際
に
利
用
さ
れ
て
い
た
港
が
存
在
す
る
こ
と
を
学

ぶ
な
ど
、
両
地
区
の
歴
史
的
な
関
わ
り
を
知
る
貴

重
な
機
会
と
な
っ
た
。
こ
の
活
動
は
地
域
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
保
護
者
に
よ
る
実
行
委
員
会
の
支
援

を
受
け
て
お
り
、
新
た
に
20
代
の
若
者
3
名
が
加

わ
っ
た
。
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
が
成
長
し
、
地

域
の
行
事
や
交
歓
キ
ャ
ン
プ
に
積
極
的
に
関
わ
っ

て
い
く
こ
と
に
期
待
し
た
い
。

　

日
出
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

主
事　

鳥
井
田　

侑
真

　

先
ず
も
っ
て
こ
れ
ま
で
の
間
、
大
分
県
公
民
館

連
合
会
と
由
布
市
の
支
援
を
受
け
、
モ
デ
ル
事
業

を
や
り
遂
げ
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

　

「
目
配
り
、
気
配
り
、
思
い
や
り
」。
こ
れ

は
、
喜
多
里
公
民
館
が
掲
げ

て
い
る
テ
ー
マ
で
あ
る
。
こ

れ
を
達
成
す
る
た
め
事
業
最

終
年
で
あ
る
今
年
度
は
、
こ

れ
ま
で
築
き
上
げ
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
活
か
し
、
各
種
講

話
や
出
前
図
書
館
な
ど
多
様

な
活
動
を
行
っ
た
。
と
り
わ

け
近
年
多
発
す
る
自
然
災
害

へ
の
対
策
と
し
て
毎
年
実
施

し
て
い
る
防
災
研
修
は
住
民

の
関
心
度
も
高
い
状
況
で
あ

り
、
今
後
も
継
続
し
て
い
き
た
い
。

　

人
生
１
０
０
年
時
代
と
言
わ
れ
る
が
、
や
は
り

ど
ん
な
時
代
で
あ
っ
て
も
最
後
は
「
人
と
ひ
と
」。

誰
か
の
為
が
自
分
へ
と
繋
が
る
こ
と
肝
に
銘
じ

て
、
我
々
は
こ
れ
か
ら
も
学
び
、
歩
み
続
け
て
い

く
だ
ろ
う
。

　

喜
多
里
団
地
自
治
区　

ビ
タ
ミ
ン
ク
ラ
ブ

�

会
長　

荒
井　

武
敏

九
重
町
東
飯
田
公
民
館

豊
後
大
野
市
千
歳
公
民
館

日
出
町
豊
岡
地
区
公
民
館

由
布
市
喜
多
里
公
民
館

班旗の紹介

豊岡漁港・魚のつかみ取り

リトミック教室 標語の掲示

多世代で取組む
ひょうたんランプ教室

農家・福祉施設の
農産・加工品直売所

キッズマルシェ（ネイルショップ）の様子キッズアカデミー（ポップづくり）の様子

大分県公民館連合会ひろば5



わわ がが まま ちち 公公 民民 館館

　

呉
崎
公
民
館
で
は
、
様
々
な
教
室
や

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
地
域
住
民
が
自

分
の
興
味
や
趣
味
を
深
め
た
り
、
新
し

い
仲
間
や
知
識
を
得
た
り
で
き
る
よ
う

に
努
め
て
い
る
。
地
域
住
民
の
団
体
や

個
人
が
自
由
に
活
動
で
き
る
よ
う
に
支

援
し
、
地
域
づ
く
り
へ
の
参
加
を
促
す

た
め
の
情
報
提
供
や
相
談
窓
口
と
し
て

機
能
し
て
い
る
。

　

当
館
の
活
動
と
し
て
、
一
昨
年
５
月

に
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
職
員
で
コ
キ
ア

の
種
を
植
え
３
０
０
個
の
苗
を
育
て

た
。
老
人
ク
ラ
ブ
や
利
用
者
の
方
々
に

自
宅
や
空
き
地
に
苗
を
植
え
て
育
て
て

い
た
だ
き
、
11
月
末
に
収
穫
し
た
。

真
っ
赤
な
紅
葉
と
は
な
ら
な
か
っ
た

が
、
ホ
ウ
キ
作
り
の
材
料
と
し
て
充
分

な
量
を
収
穫
し
、
高
年
大
学
や
わ
く
わ

く
体
験
教
室
で
ホ
ウ
キ
作
り

を
実
施
し
た
。
わ
く
わ
く
体

験
教
室
で
は
、
高
年
大
学
の

方
々
が
講
師
に
な
り
、
あ
ら

か
じ
め
下
準
備
の
後
、
子
ど

も
た
ち
が
束
ね
て
結
ぶ
作
業

を
行
っ
た
。
こ
の
取
組
を
通

し
て
、
コ
キ
ア
の
種
か
ら
ホ

ウ
キ
が
で
き
る
ま
で
の
過
程

　

南
部
地
区
公
民
館
は
、
平
成
３
年
、

浜
脇
再
開
発
事
業
を
受
け
、
温
泉
や
店

舗
の
あ
る
複
合
棟
の
中
に
開
館
し
た
。

　

本
公
民
館
は
、
別
府
市
の
南
東
部

の
浜
脇
地
区
・
南
地
区
に
位
置
し
て

い
る
。
昭
和
初
期
ま
で
は
別
府
の
中

心
地
だ
っ
た
両
地
区
で
あ
る
が
、
時
代

と
と
も
に
か
つ
て
の
賑
わ
い
は
薄
れ
て

い
る
。
現
在
、
南
地
区
に
は
11
の
自
治

会
、
浜
脇
地
区
に
は
16
の
自
治
会
が
あ

る
が
、
ど
の
自
治
会
も
高
齢
化
率
は

40
％
を
超
え
、
人
口
減
少
も
顕
著
で
あ

る
。
ま
た
、
独
居
高
齢
者
の
割
合
も
高

い
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
を
鑑
み
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
中

核
と
し
て

の
使
命
を

果
た
す
べ

く
館
運
営

を
行
っ
て

い
る
。
地

域
の
つ
な

が
り
を
深

め
る
だ
け

で
な
く
、

を
体
験
し
、
地
域
の
自
然
や
文
化
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
高
齢
者
と

子
ど
も
た
ち
が
協
力
し
て
ホ
ウ
キ
作
り

を
す
る
こ
と
で
、
世
代
間
交
流
や
学
び

の
場
に
も
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
活
動

は
、
地
域
の
魅
力
や
価
値
を
高
め
る
だ

け
で
な
く
、
地
域
の
人
の
心
を
も
温
め

る
も
の
だ
と
思
う
。

　

ほ
か
に
も
、
一
昨
年
主
催
教
室
と
し

て
始
め
た
麻
雀
教
室
が
大
好
評
に
つ

き
、
高
齢
者
（
80
代
）
を
対
象
と
し
た

麻
雀
サ
ロ
ン
を
立
ち
上
げ
、
現
在
は
週

２
回
活
動
し
て
い
る
。

　

今
後
も
地
域
作
り
の
支
援
者
と
し

て
、「
集
い
、
学
び
、
楽
し
く
笑
う
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
誰
も
が
気
軽
に
立
ち
寄

れ
る
公
民
館
を
目
指
し
、
地
域
活
性
化

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

人
生
は
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
中

で
、
お
互
い
を
認
め
な
が
ら
成
長
し
て

い
く
も
の
で
あ
る
。
公
民
館
は
生
涯
学

習
の
場
と
し
て
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん

が
よ
り
豊
か
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
支

援
し
て
い
く
。

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
育
成
も

大
切
で
あ
る
。

　

本
公
民
館
の
主
催
講
座
に
は
高
齢
者

の
参
加
が
多
い
。
講
座
へ
の
参
加
が
唯

一
の
外
出
機
会
で
あ
っ
た
り
、
貴
重
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
で
あ
っ
た

り
と
い
う
声
が
多
く
聞
か
れ
て
い
る
。

　

子
ど
も
対
象
の
講
座
で
は
、
で
き
る

限
り
地
域
か
ら
指
導
者
を
招
く
よ
う
に

し
、
子
ど
も
た
ち
と
地
域
と
の
つ
な
が

り
を
育
ん
で
い
る
。
ま
た
、
企
画
段
階

か
ら
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
の
連
携
を

行
っ
て
い
る
。
ク
ラ
ブ
と
し
て
は
過
密

状
態
の
軽
減
、
公
民
館
と
し
て
は
安
定

し
た
参
加
者
の
確
保
、
と
両
者
に
メ

リ
ッ
ト
が
生
ま
れ
て
い
る
。

　

地
域
に
は
「
温
泉
祭
り
」「
浜
脇
薬

師
祭
り
」
と
い
う
二
つ
の
大
き
な
祭
り

が
あ
る
。
場
の
提
供
に
留
ま
ら
ず
、
公

民
館
と
し
て
運
営
に
参
画
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
で
、
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
や
一
体
感
を
育
む
役
割
の
一
端

を
担
え
る
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
も
地
域
に
寄
り
添
い
地
域
と
共

に
成
長
し
て
い
く
公
民
館
を
目
指
し
て

い
き
た
い
。

呉崎公民館

館長　清 水　美 恵 子

南部地区公民館

館長　姫 野　浩 樹

豊後高田市
呉崎公民館

別府市
南部地区公民館

高年大学・ホウキ作り

わくわく体験教室・ホウキ作り

コキアの苗

見立て細工を作ろう

歌の音（おん）わか教室

大分県公民館連合会ひろば 6



公益社団法人  全国公民館連合会

■公民館の施設・設備等＊の欠陥や
業務運営のミスにより、第三者に
ケガをさせたり、財物を損壊した
ことにより、公民館が法律上の
賠償責任を負担しなければなら
ない場合に補償

■公民館事業や業務に携わる方の
公民館業務中のケガを補償

●公民館事業や業務に携わる方の病
気や特定傷害、業務外のケガ、業
務中の地震によるケガに死亡弔慰
金や入院見舞金をお支払いします。

1.

公民館総合補償制度

行事傷害補償
【災害補償保険（公民館災害補償特約、
熱中症危険補償特約）+見舞金制度】

（SJ23-12962）作成日 2024年1月15日［2401K-○289］

このご案内は、本制度の概要を説明したものです。詳しい内容につきましては『2024年度版マニュアル 公民館総合補償制度の手引き』をご覧ください。
また、本制度全般のお問い合わせ、資料請求等は、エコー総合補償サービスまたは損保ジャパンまでお寄せください。

本制度は、公益社団法人全国公民館連合会（全公連）の制度です。市町村の公民館および自治公民館、また公民館に
準ずるものとして全公連が加入を認めたその他の施設等は、名称を問わずご加入いただけます。指定管理者制度を
導入された施設もご加入いただけます。

■公民館行事参加者のケガを補償
■公民館利用者のケガを補償
■行事往復途上のケガを補償
■行事の事前練習や事前準備、後片
付けでのケガを補償
■食中毒や熱中症を補償

●疾病や特定傷害に、疾病死亡弔
慰金、疾病入院見舞金をお支払
いします。
●特定災害による損害に、特定災害
見舞金をお支払いします。

●全公連が運営する『見舞金制度』に『保険』を組み合わせた公民館や類似公民館の専用の制度で、安心して公民館
活動を行っていただけるよう幅広い補償になっています。

●年1回の手続きで年間の主催、共催行事が対象になり、個別の行事の通知は不要です。うっかりして保険の
手配を忘れる心配がありません。

●同一市町村内で10館以上まとめて加入されると、行事傷害補償制度掛金に割引が適用できます。
●職員災害補償の保険料には、団体割引25％、過去の損害率による割引15％を適用しています。

※公民館が所有、使用または管理する
　財物への賠償事故などは対象になり
　ません。
＊施設にある昇降機（エレベーター、
　エスカレーター）の所有、使用、管理
　に起因する賠償責任も含みます。

2.賠償責任補償
【賠償責任保険（施設所有管理者特約、
昇降機特約）】

3.職員災害補償
【傷害総合保険［就業中のみの危険補償特約、
入院保険金支払限度日数変更特約
（支払限度日数180日）］+見舞金制度】

３ つ の 補 償 で 公 民 館 活 動 を サ ポ ー ト

公 民 館 総 合 補 償 制 度 の 特 長
（１） 補償範囲や対象者が広い、公民館専用の制度です。

（２） 年１回の手続きで安心です。

（３） 掛金の割引制度もあります。

★行事傷害補償制度のここがおすすめ★
■日本国内であれば行事の場所は問いません。　※別に定める危険な運動中等は対象外です。
■行事参加者や利用者の居住地は問いません。
■公民館公認のサークル活動参加者や有償・無償を問わず公民館ボランティアや講師も補償します。
■公民館が他の団体等の行事に派遣する行事の参加者も補償します。
■宿泊を伴う行事も対象です。

【補償例】 【補償例】【補償例】

　保　険

●職員が業務中に脚立から転落して負傷。

見舞金制度

　保　険

●バレーボール大会参加者が転倒して負傷。
●テントの張り方が悪く風で飛ばされ、行事
　来場者の車を破損。

2024年度（2024年5月1日午後4時～2025年5月1日午後4時）

見舞金制度

　保　険

〒101-0047 東京都千代田区内神田2-6-9

■取扱代理店（お問い合わせ・資料請求先）

エコー総合補償サービス株式会社

TEL : 0120 - 636 - 717（通話料無料）
FAX : 0120 - 226 - 916（通話料無料）

公務文教営業部　文教室
〒160-8338 東京都新宿区西新宿1-26-1
TEL 03-3349-4679　FAX 03-3348-0238
（受付時間：平日9：00～17：00）

■引受保険会社

損害保険ジャパン株式会社



【
優
良
公
民
館
表
彰
】

　

中
津
市
三
光
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

【
公
民
館
優
良
職
員
表
彰
】

　

中
津
市
公
民
館

�

社
会
教
育
指
導
員　

工
藤　

雅
人　

氏

　

中
津
市
公
民
館

�

社
会
教
育
指
導
員　

山
崎　

弘
子　

氏

　

中
津
市
耶
馬
溪
公
民
館

�

社
会
教
育
指
導
員　

井
倉
し
の
ぶ　

氏

　

日
出
町
南
端
地
区
公
民
館

�

館
長　

髙
橋　

圀
隆　

氏

　

大
分
市
森
岡
校
区
公
民
館

�

前
館
長　

橋
本　

正
勝　

氏

　

大
分
市
滝
尾
校
区
公
民
館

�

前
館
長　

児
玉　

元
治　

氏

　

竹
田
市
久
住
公
民
館

�

主
事
補　

足
達　

咲
江　

氏

　

竹
田
市
直
入
公
民
館�

館
長　

林　
　

寿
徳　

氏

　

竹
田
市
荻
公
民
館�

主
事
補　

後
藤　

久
美　

氏

【
公
民
館
勤
続
職
員
表
彰
】

　

中
津
市
南
部
公
民
館　

館
長　

柚
木　

更
治　

氏

　

宇
佐
市
四
日
市
公
民
館

�

指
導
員　

長
岡　

征
剛　

氏

　

宇
佐
市
長
洲
公
民
館

�

指
導
員　

坂
本　

真
也　

氏

　

国
東
市
国
東
地
区
公
民
館

�

前
公
民
館
主
事　

日
吉
屋
源
治　

氏

　

国
東
市
安
岐
中
央
公
民
館

�

前
館
長　

伊
藤　

英
敏　

氏

　

国
東
市
武
蔵
中
央
公
民
館

�

前
館
長　

瀧
口　

新
一　

氏

　

佐
伯
市
蒲
江
地
区
公
民
館

�

館
長　

増
野　

義
隆　

氏

　

竹
田
市
中
央
公
民
館
岡
本
分
館

�

前
分
館
長　

渡
辺　

富
博　

氏

　

竹
田
市
中
央
公
民
館
宮
砥
分
館

�

前
分
館
長　

工
藤　

昌
三　

氏

　

日
田
市
小
野
公
民
館

�

前
館
長　

坂
本　

幸
枝　

氏

　

日
田
市
東
有
田
公
民
館

�

前
館
長　

高
倉　

珠
子　

氏

　

日
田
市
天
瀬
公
民
館

�

前
館
長　

髙
倉　

誠
二　

氏

【
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
表
彰
】

佐
伯
市
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員

�

尾
﨑
紀
美
子　

氏

佐
伯
市
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員

�

菅　
　

正
人　

氏

【
公
立
公
民
館
報
の
部
】

◆
優
秀
賞

　

日
田
市
三
花
公
民
館　
「
広
報　

み
は
な
」

　

国
東
市
国
東
地
区
公
民
館

�

「
国
東
地
区
公
民
館
便
り
」

　

竹
田
市
荻
公
民
館　
「
か
け
は
し
」

◆
優
良
賞

　

別
府
市
南
部
地
区
公
民
館

�

「
南
部
地
区
公
民
館
報
さ
わ
や
か
」

　

日
田
市
夜
明
公
民
館　
「
広
報　

夜
明
」

【
自
治
公
民
館
報
の
部
】

◆
優
秀
賞

　

別
府
市
朝
見
一
丁
目
一
区
公
民
館

�

「
公
民
館
の
し
お
り
」

　

大
分
市
竹
中
公
民
館　
「
竹
中
公
民
館
だ
よ
り
」

　

別
府
市
原
町
公
民
館　
「
は
ら
ま
ち
」

　

別
府
市
野
口
中
町
公
民
館

�
　
「
野
口
中
町
公
民
館
報
」

◆
優
良
賞

　

別
府
市
扇
山
公
民
館　
「
扇
山
通
信
」

【
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
の
部
】

◆
優
秀
賞

　

大
分
市
稙
田
校
区
公
民
館　
「
公
民
館
ま
つ
り
」

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
部
】

◆
優
秀
賞

　

竹
田
市
久
住
公
民
館　
「
竹
田
市
久
住
公
民
館
」

諸
会
議

会
計
監
査

　

期
日
：
４
月
７
日（
月
）

　

会
場
：
大
分
市（
県
庁
舎
）

　

内
容
：
令
和
６
年
度
会
計
監
査

第
１
回
理
事
会

　

期
日
：
４
月
24
日（
木
）

　

会
場
：
大
分
市（
大
分
県
立
図
書
館
）

　

議
事
：
令
和
６
年
度
事
業
報
告
、

　
　
　
　

令
和
７
年
度
事
業
計
画
等

総
会

　

期
日
：
５
月
28
日（
水
）

　

会
場
：
大
分
市（
大
分
県
立
図
書
館
）

　

議
事
：
令
和
６
年
度
事
業
報
告
、

　
　
　
　

令
和
７
年
度
事
業
計
画
等

第
２
回
理
事
会

　

期
日
：
７
月
24
日（
木
）

　

会
場
：
大
分
市（
大
分
県
立
図
書
館
）

　

議
事
：�

第
76
回
大
分
県
公
民
館
研
究
大
会
、
大
分

県
公
民
館
連
合
会
表
彰
等

各
地
区
公
民
館
連
合
会
会
議

　

期
日
：
随
時

　

会
場
：
県
内
５
箇
所

各
地
区
公
民
館
連
合
会
研
修
会

　

期
日
：
随
時

　

会
場
：
県
内
５
箇
所

研
修

大
分
県
公
民
館
関
係
職
員
研
修
会

　

期
日
：
５
月
28
日（
水
）

　

会
場
：
大
分
市（
大
分
県
立
図
書
館
）

大
分
県
公
民
館
テ
ー
マ
別
研
修
会
①

　

期
日
：
７
月
11
日（
金
）

　

会
場
：
大
分
市（
大
分
県
立
図
書
館
）

大
分
県
公
民
館
テ
ー
マ
別
研
修
会
②

　

期
日
：
１
月
23
日（
金
）

　

会
場
：
大
分
市（
大
分
県
立
図
書
館
）

第
76
回
大
分
県
公
民
館
研
究
大
会

　

期
日
：
10
月
29
日（
水
）

　

会
場
：
竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル

　
　
　
　

グ
ラ
ン
ツ
た
け
た

表
彰

大
分
県
公
民
館
連
合
会
表
彰
・
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

　

期
日
：
10
月
29
日（
水
）

　

会
場
：
竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル

　
　
　
　

グ
ラ
ン
ツ
た
け
た

　

※�
第
76
回
大
分
県
公
民
館
研
究
大
会
に
お
い
て
表

彰（
予
定
）

情
報
提
供

機
関
誌
「
ひ
ろ
ば
」
発
行

　

期
日
：
令
和
８
年
３
月

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
提
供

　

随
時

第
１
回
会
長
会

　

期
日
：
４
月
18
日（
金
）

表
　
　
　
彰

大
分
県
公
民
館
連
合
会
表
彰

大分県公民館連合会では、ホームページを開設し、随時更新してます。
各公民館活動の様子や公民館報などの情報を、事務局までお気軽にお寄せください。　　　大分県公民館連合会事務局

お知らせ

広
報
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

　

会
場
：
佐
賀
県
佐
賀
市

　

議
事
：�

令
和
７
年
度
九
州
公
民
館
連
合
会
役
員（
案
）、

全
国
公
民
館
連
合
会
理
事
会
報
告
等

第
１
回
理
事
会

　

期
日
：
４
月
18
日（
金
）

　

会
場
：
佐
賀
県
佐
賀
市

　

議
事
：�

令
和
６
年
度
事
業
・
決
算（
案
）・
監
査
報
告
、

令
和
７
年
度
事
業
計
画
・
予
算（
案
）
等

第
２
回
会
長
会

　

期
日
：
８
月
27
日（
水
）

　

会
場
：
佐
賀
県
佐
賀
市

　

議
事
：
第
76
回
九
州
地
区
公
民
館
研
究
大
会
佐
賀
大
会
等

第
２
回
理
事
会

　

期
日
：
８
月
27
日（
水
）

　

会
場
：
佐
賀
県
佐
賀
市

　

議
事
：
第
76
回
九
州
地
区
公
民
館
研
究
大
会
佐
賀
大
会
等

第
76
回
九
州
地
区
公
民
館
研
究
大
会
佐
賀
大
会

　

期
日
：
８
月
28
日（
木
）～
29
日（
金
）

　

会
場
：
佐
賀
市
文
化
会
館
他

　

大
会
テ
ー
マ
：�「
つ
な
ぐ
っ
ば
い　

地
域
の
宝
ば�

未
来
へ
」

�

～
「
つ
ど
う
・
ま
な
ぶ
・
む
す
ぶ
」

�

公
民
館
の
役
割
を
考
え
る
～

事
務
担
当
者
会

　

期
日
：
１
月
15
日（
木
）

　

会
場
：
沖
縄
県

　

議
事
：
令
和
７
年
度
事
業
報
告
・
決
算
見
込
、

　
　
　
　

令
和
８
年
度
事
業
計
画
・
予
算（
案
）
等

第
14
回
定
時
総
会

　

期
日
：
６
月
10
日（
火
）

　

会
場
：
東
京
都（
明
治
安
田
生
命
ビ
ル
）

　

議
事
：
令
和
６
年
度
事
業
報
告
・
決
算
報
告
、

　
　
　
　

令
和
７
年
度
事
業
計
画
・
予
算
案
等

第
47
回
全
国
公
民
館
研
究
集
会
東
京
大
会

　

期
日
：
11
月
12
日（
水
）～
13
日（
木
）

　

会
場
：
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
Ｂ
７
ホ
ー
ル

全
国
公
民
館
連
合
会
表
彰

　

期
日
：
11
月
12
日（
水
）

　

会
場
：
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
Ｂ
７
ホ
ー
ル

第
37
回
全
国
公
民
館
セ
ミ
ナ
ー

　

期
日
：
１
月
下
旬

　

会
場
：
東
京
都

　

※
大
分
県
公
民
館
連
合
会
か
ら
１
名
を
推
薦

九
州
公
民
館
連
合
会
関
係

公
益
社
団
法
人
全
国
公
民
館
連
合
会
関
係

大
分
県
公
民
館
連
合
会
関
係

令
和
７
年
度

事
業
の
予
定


